
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大島町子ども家庭支援センター                 通信２７４号（2024 年３月号） 

 

 

 

 

 

        

 

 

 

 

                                                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                                       

                                                                 

                                                                                                                           

                                                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 月 火 水 木 金 土 
桃の節句 

キレイなひな人形を飾って、白酒やひしもちなどをお供えし、子どもたちの無病
息災を祈る行事です。季節ごとの行事の多くは、子どもの健やかな成長を願った 
ものが多く、昔むかしから続く行事です。 

１ ２ 
ひな人形作り 

週間終 
３ ４ 

手作りおもちゃで 

遊ぼう週間始 

５ 
ミニ講座 

１０：３０～ 

６ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

７ 
絵本の会 

１０：４５～ 

８ ９ 

１０ 

 

１１ 
 

１２ １３ １４ １５   １６ 

１７ 

わかば相談 

１８ 

わかば相談 

１９ 

 

２０ 
春分の日 

２１ 

 

２２ ２３ 

 

２４ ２５ ２６ 

 

２７ 
身長体重計測日 

９：３０～ 

２８ ２９ ３０ 
手作りおもちゃで 

遊ぼう週間終 ３１ 

 わ～わ・くらぶ 

～２日（土）ひな人形作り週間 

 いろいろな材料を用意しておきますので我が家に飾るひな人形を作りましょう。 

４日（月）～３０日（土）手作りおもちゃで遊ぼう週間  

 お子さんが喜んで遊ぶおもちゃを作って一緒に遊びましょう。 

５日（火）ミニ講座「ストレッチをしよう」 ママボラ池田由香里さん 

 体凝り固まっていませんか？みんなでストレッチをして気持ちよく体を動かしましょう。 

６日・２７日（水）身長・体重計測日 ９：３０～１２：００   

身長・体重を計測したり、育児の相談等にも応じます。 

７日（木）絵本の会 １０：４５～ ママボランティア 

手遊び、絵本の読み聞かせで、親子でこころがほっこりとする時間を過ごしましょう。 

１７・１８日（日・月）わかば相談  臨床心理士 今村泰洋さん   

悩みや困ったことを相談してみませんか。ご希望の方は早めに２－２３９８までご連絡をください。 

生涯学習センター・郷相談室にて行います。 

 

 

○乳幼児親子の出会いの場、ゆっくり過ごせ

る場所です 

○子育ての情報交換や仲間づくり 

○子育ての講座や行事 

○子どもと家庭の相談も随時、お声かけくだ

さい 

○授乳やおむつ替えが出来るスペースがあ

ります 

利用時間  月曜日～土曜日（祝日を除く） 

９：３０～１6：００ 

所在地  大島町野増字大宮 

     野増地域センター内 

電話   ０４９９２－２－２３８１ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 

 

・育児の仕方や子どもとの関わり

・子育ての悩みや家事の事・子どもの発達や行動 

・保護者の気持ち ・療育にお困りの時 

・子育ての支援についての情報提供 

＊相談内容により、他の機関などをご案内する

場合もあります。 

虐待に気づいたら、虐待が疑われる場合は速や

かに連絡相談をして下さい。連絡、相談された方

が特定されないよう秘密は守ります。 

利用時間 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

９：００～１７：００ 

所在地  大島町元町丸塚５４８－１ 

     大島町生涯学習センター・郷２階 

電話   ０４９９２－２－２３９８ 

E-mail c050701@town.tokyo-oshima.lg.jp 
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野増地域センター内 

子ども家庭支援センター 

（子育てひろば事業等） 

生涯学習センター 郷２階 

子ども家庭支援センター 

（子ども家庭総合相談事業） 

皆さんにひろばで遊んで頂く為に以下のご協力をお願いします。 

●利用当日、親子で体温を計測してください。発熱（３７，５℃以上）以外に、咳・鼻水・下痢・嘔吐 

などの体調不良、食欲がない・機嫌が悪いなど、いつもと異なった様子の時は利用をご遠慮ください。 

●解熱後２４時間以上が経過し、その他の症状が改善傾向となるまでは、同様の対応をお願いします。 

併せて、同居家族に発熱や呼吸器症状等の風邪症状がある場合は、利用を控えていただくようご協力 

をお願いします。 

●受付時に検温を実施します。ご協力をお願いします。 

●帰り際、使ったおもちゃは使用済みおもちゃ用のかごの中に入れるようにしましょう。 

 

ボランティア募集 ひろばの活動（絵本の会、誕生会、イベントの出し物など）を自分のできる

範囲でお手伝いしてくださる方を募集しています。周囲の方にも声をかけてみてください。興味

のある方は子育てひろば（２－２３８１）まで、お問い合わせください。お待ちしています。 



 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

            

 

 

 

 

 

 

 

 

                    

 

 

 

 

 

 

 

 

～ひろば～ １・２月の窓
寒さの中にも少しずつ春の暖かい日差しが感じられるようになってきました。３月から 4 月は卒園

入園・進級など環境の変化を感じて、期待とちょっぴりの不安に子ども達の気持ちが揺れる時期です。

経験を重ねた大人でも、期待と不安が交差してドキドキ・ワクワクする季節ですね。そして、一年前を

思い出し、あんなこともあった…こんなこともあった…と子どもの成長を感じる季節でもあると思いま

す。忙しい毎日だと思いますが、時間にゆとりを持って過ごしていきましょう。 

今年度も子育てひろばの中では、我が子だけでなく、お互いの子どもに声をかけあい、時にはほめ、

見守り、成長を応援し合う空気がいつも流れていました。今後も「共に育て合う」子ども家庭支援セン

ター、子育てひろばを目指していきたいと思っています。一年間ありがとうございました。 

 ４月の出会いから早いもので１年がたちました。ひろばで子どもたちと過ごした日々はとても楽し

かったです。子どもたちはあそびの中でいろんなことを経験し、今までできなかったことができるよ

うになったりと、この時期の子どもたちの発達の目覚ましさに本当に驚かされました。今、あらため

て見る子どもたちの成長した姿に涙が出そうになります。ひろばに遊びに来る親子のお母さんたちが

自分以外のお子さんにも目を向けて手を差し伸べている姿を見て、とても嬉しく思いました。１年間

の成長をともに感じとれたことに感謝します。子育ては、毎日がはじめの一歩ですよね。これからも

ドキドキ緊張したり、不安なこともあるかと思いますが、どうぞ勇気を出して一歩ずつ踏み出してい

ってくださいね！でも、「ちょっと聞いてみたいな」「心配だな」というときは、一人で抱えこまず周

りの人を頼ってください。子育てはみんなでするものですから。これからも、子育てひろばはいつで

も皆さんを待っていますよ！保護者の方々には、たくさんの支援、ご協力をいただき１年間本当にあ

りがとうございました。できないことよりできていることを大切にすると、今をもっと大事に思って

過ごせることと思います。たくさんの人に助けてもらって、いっぱい頼って、穏やかにお過ごしくだ

さい。ずっとずっと応援しています。 

『自己受容』とは、「長所も短所も、ありのままの自分を理解し認め受け入れる」ことです。自己

受容が育つと、自己肯定感が高まります。将来さまざまな困難や問題に直面したとき、自己肯定感が

高いと前向きに乗り越えていくことができます。ただし、自己受容ができないまま自己肯定感だけが

高いと、「自分は○○できるからすごい」と、条件付きでしか自分を認められなくなるので、まずは

自己受容することが重要です。自己受容ができるようになるには、小さなころからの周りの声かけや

接し方が大切です。 

★赤ちゃんが泣いて訴える欲求に応え、しっかりとスキンシップをとる 

赤ちゃんが安心し、人に対しての基本的信頼感を持つことができるようになってきます。 

ただし、常に先回りし過剰に反応すると自立心が育たなくなってしまうので注意しましょう。 

★子どもの話を否定せず、しっかりと聞く 

口をはさみたくなることもありますが、まずはしっかりと話を聞きましょう。 

肯定的な雰囲気のなかで、自分は認められているという感覚を持つことができるようになります。 

★子ども自身に考えさせたり、決定させたりする 

「あなたはどう思う？」と問いかけたり、子どもに選択させたりする場面を意識して作っていき 

ましょう。 

★結果ではなく、過程を褒める・失敗したときも褒める 

結果がどうであれ「あきらめずに頑張ったね！」など、過程を褒めるようにしましょう。 

失敗した時は「○○できなくても大好きよ」など、子どもの存在自体を褒めることが大切です。 

★他の子どもと比べない 

成長するにつれ、どうしても人と自分を比べる場面がでてきます。親もつい比較してしまうことが 

あります。「あなたはあなたでいい」と伝えてあげましょう。他人の目を気にしすぎず、「自分は自分」

という強さも必要です。 

★してはいけないことは理由とともにしっかりと伝える 

すべてを肯定し子どもの言う通りにする必要はありません。危険なこと、人に対しての接し方など、 

してほしくないことはどうしてダメなのかもわかりやすく毅然とした態度で伝えましょう。ただし、 

叱るときも子どもの存在自体を否定することは絶対に言わないようにしましょう。 

 生まれてきてくれただけで、そこにいてくれるだけで嬉しいという気持ちをどんどん

伝えましょう。小さな成功も、積極的に褒めていきましょう。その言葉が子どもの心に

大きな力を与えます。 

親子スポット【豆まき】  

【参考資料】「自己肯定感の土台を育む」  

● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● ● 

  ☆励ましてあげれば 子どもは 自信をもつようになる。 

☆ほめてあげれば 子どもは 明るい子になる。 

☆愛してあげれば 子どもは 人を愛することを学ぶ。 

☆認めてあげれば 子どもは 自分を好きになる。 

（子どもが育つ魔法の言葉・ドロシー・ロー・ノルト著より） 

鬼のお面作り  

大根、たくさん

取れました  

鬼さん、福の神さん登場で楽しい豆まきになりました！ 

ガーランドを作ろう週間 

ステキなガーランドができました！ 


